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 会議議事録                      令和８年（２０２６年）８月２８日   

部 署 美瑛町立病院事務局 氏 名 参事 佐藤 誉修 

 

（１）会議の名称、開催日時等 

件 名 令和８年 第２回 美瑛町立病院運営審議会 

日 時 令和８年８月２８日（金） 午後３時５５分 ～ 午後４時５０分 

場 所 美瑛町立病院 ２階 会議室 

出席者 

会長 有富友昭 

委員 菅原秀之、山田浩二、保田道亮、田中繁美 

町長 角和浩幸 

院長 村住和彦 

事務局 事務局長 才川育世、参事 佐藤誉修、総務係長 石澤智博 

    総看護師長 大江知子、地域医療連携室長 土井恭子、技師長 田野中智昭 

 

（２）議事 

議  題 

１ 開 会 

２ 委嘱状交付 

３ 会長の選任について 

４ 会長挨拶 

５ 町長挨拶 

６ 院長挨拶 

７ 議 題 

（１）令和７年度美瑛町立病院事業会計決算報告について 

（２）令和８年度美瑛町立病院事業会計７月末計理状況について 

（３）美瑛町立病院経営強化プランに基づく病院再編案の進捗状況について 

（４）その他 

８ 閉 会 

議事内容 

 

才川局長 

 

 

 

 

 

 

 

才川局長 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 お時間若干早いんですけれども、本日出席予定の皆様お揃いですので、只今から始めたいと

思います。私、事務局長の才川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 只今から令和８年第２回美瑛町立病院運営審議会を開会いたします。なお、本日、千葉信義

委員、井上慶子委員、吉井鉄也委員から本審議会欠席の報告を受けております。 

 本日の出席委員は５名で、審議会規則第６条の規定による定数の半数以上を満たしており、

本審議会が成立していることをご報告いたします。 

 

２ 委嘱状交付 

 それでは会議次第に沿いまして進めたいと思います。まず初めに、委嘱状の交付を行いま

す。 

 今回は推薦団体の役員人事に伴う推薦者の変更により、美瑛町農業委員会からの推薦者が上

村昌規様から有富友昭様へ、美瑛町民生委員児童委員協議会からの推薦者が中野隆司様から千

葉信義様へそれぞれ変更となっております。任期は令和９年４月３０日までです。 

 それでは、委嘱状の交付を始めたいと思います。お名前を読み上げますので、その場でご起

立ください。 
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才川局長 

 

 

 

才川局長 

 

 

 

 

 

 

才川局長 

 

 

有富会長 

 

 

 

 

 

 

才川局長 

 

 

才川局長 

 

角和町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～角和町長より有富友昭委員に委嘱状交付～ 

 

 本日ご欠席の千葉信義様につきましては、別途交付させていただきます。これで、委嘱状の

交付を終了いたします。 

 

３ 会長の選任について 

 続きまして、会長の選任に進みます。会長につきましては、従来より、農業委員会からご推

薦いただいた委員の方に就任いただいております。よって、今回農業委員会よりご推薦いただ

きました有富友昭様に就任していただきたいと思いますが、委員の皆様よろしいでしょうか。 

 それでは、本審議会の会長は有富友昭様で決定いたします。会長に就任されました有富様ど

うぞよろしくお願いいたします。恐れ入りますが、会長席へご移動をお願いいたします。 

 

４ 会長挨拶 

 それでは新しく会長に就任されました有富様よりご挨拶をいただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 皆様、本日は大変お忙しい中、第２回町立病院の運営審議会にご出席賜りまして、誠にあり

がとうございます。 

 ７月の農業委員の改選に伴い、前任の上村代理から、私、有富になり、今回美瑛町立病院運

営審議会の会長を仰せつかりました。大変恐縮でございます。 

 最後に皆様、事務局の方々のご協力の元、勤めさせていただきますので、何卒よろしくお願

いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 

５ 町長挨拶 

 続きまして、角和町長よりご挨拶申し上げます。 

 

 皆様、改めましてこんにちは。大変ご多用な中、令和８年第２回目となります町立病院の運

営審議会にご参加賜りまして、誠にありがとうございます。 

 そして、只今、有富委員さんには委嘱状の交付をさせていただきました。また、今日ご欠席

ですけれども、千葉委員さん新たに委員として加わっていただきました。何卒よろしくお願い

いたします。 

 有富会長には委嘱状を交付したばかりでありますが、会長職としてこれからお勤めいただき

ますこと、心から御礼と感謝を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

 町立病院でございますけれど、委員の皆様も先刻ご承知のとおり、村住院長先生の下で改革

に今取り組んでいる真っ最中でございます。 

 本日、この中で経営環境などのご説明させていただくと思いますけれども、これまで通り、

また、これまで以上に町民の皆様に信頼をされて、町立病院にかかって良かったなと言っても

らえる、そういう病院を目指して改革を進めてまいりたいと思っておりますので、どうぞ皆様

方、引き続きそれぞれのお立場から大所高所から病院の運営に関しまして、アドバイスやご助
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才川局長 

 

 

 

才川局長 

 

 

有富会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言を賜りますよう心よりお願い申し上げまして、簡単でございますけれども、挨拶に代えさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 

６ 院長挨拶 

 続きまして、当院の村住院長よりご挨拶申し上げます。 

 

 今年の４月から大幅にベッド数が減りまして、今まで９８あったのが、今４８ですが、それ

に伴って、かなり窮屈な印象にはなっていますが、それによって町民の皆様にご不便をかける

ことのないように、地域医療連携室、今スタッフ４人おります。町内外の施設と密接に連携し

て、必要な入院は必ずできるようにする。 

 また、その後のリハビリもしっかり進めた上で、在宅なり、あるいは施設にしっかり戻れる

ようにという体制を非常に強化しています。さらに今後も強化する予定ですので、皆様本当に

今後も町立病院の運営にご協力いただきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございました。村住院長におかれましては、このあと公務の都合によりまして、

ここで退席とさせていただきます。 

 

７ 議題（１）令和７年度美瑛町立病院事業会計決算報告について 

 それでは、次に７の議題の審議に移りたいと思います。この後の進行は、有富会長にお願い

したいと思います。有富会長どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 これより議題の審議に入ります。議題第１号「令和７年度美瑛町立病院事業会計決算報告に

ついて」を議題といたします。事務局からの説明をお願いします。 

 

 それでは、私の方から令和７年度美瑛町立病院事業会計決算報告につきまして、ご説明いた

します。申し訳ありませんが、着座にて説明させていただきます。事前に議案をお配りしてお

りますので、要点のみ申し上げます。 

 １の総括事項についてですが、１ページになります。総括の要点としましては、今後の病院

のあり方についての継続協議、取り組み状況、そして経営状況について記述をしております。 

 総括事項の４行目になります。令和７年度においては、前年度から引き続き、今後の病院の

あり方について協議を進めてきたところであり、病院経営に対する外部専門家の知見をお借り

し、病床機能及び病床数の見直しにより経営改善を図るため、必要な協議を経て町民の皆様に

ご意見を賜りながら進めてまいりました。 

 これにより、令和８年度から病床数を削減し、新たに地域包括ケア病床を柱とする体制へ段

階的に移行するための整備を行ってきました。 

 次に経営状況ですが、総括の中段になります。経営状況を示す医業収支では、入院及び外来

の患者数減に伴い、医業収益においては前年度を下回りました。医業費用では、患者数の減に

伴う材料費等の減額があったものの、前年度に引き続き、人事院勧告に伴う給与改定により給

与費が増額したことにより、全体では前年度を上回りました。 
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 第３条予算収益的収支の損益では、総収益が１２億７１６万３千円、総費用が１１億５５０

１万９千円で、５２１４万４千円の純利益となりました。 

 また、第４条予算資本的収支では、老朽化した医療機器の更新を行っております。特に令和

７年度においては、長年の懸案事項でありました電子カルテシステムを導入しまして、効率的

な外来診療・入院治療に向けた体制整備が図られたところです。 

 また、財務三表から見た経営状況では、先ほどご説明しましたとおり、収益的収支で純利益

を計上しておりますが、一方で、現金収支を伴わない収支計上も含まれていること、また、キ

ャッシュフローでは、医療機器更新及び企業債償還等の支出により、運転資金である現金は前

年度残高から減少していること。このほか、施設本体の老朽化によりまして、固定資産全体の

資産価値は年々減少していることなどを踏まえると、複合的な要因により、現在も厳しい経営

状況が続いております。 

 次に２の利用状況です。２ページになります。病院利用者数は延べ３万９６４８人で前年度

比延べ４８２７人の減、入院患者数は延べ１万１７５２人で前年度比延べ２０２０人の減、外

来患者数は延べ２万７８９６人で前年度比延べ２８０７人の減となりました。 

 利用者一人一日当たりの収益では、入院が２万２４０８円で前年度比５５８円の減、外来は

７６９２円で前年度比３２３円の増となりました。 

 次に３の経営状況です。総収益・総費用・純利益につきましては、先ほどの総括事項で申し

上げましたので、省略いたします。総収支比率は１０４．５％となりました。 

 以下、①収益的収入及び②収益的支出については説明を省略し、３ページ上から４行目、③

の資本的収入及び支出ですが、資本的収入の合計額が７３００万円、資本的支出の合計額が１

億９５５４万９千円で、不足額の１億２２５４万９千円については、当年度消費税資本的収支

調整額４８７万３千円及び過年度分損益勘定留保資金１億１７６７万６千円で補填しました。 

 次に４の経営指標に関する事項です。一番下に経営指標の推移の表を掲載しております。経

常収支比率については、収益の微増及び費用の微減により、健全経営の水準である１００％を

上回り、前年度比１．９７ポイント増の１０４．５１％となりました。 

 また、医業収支比率については、医業収益の減に伴い、４５．２７％となり、不足分を他会

計からの補助金等で賄っている状況です。 

 下段の病床利用率については、患者数の減に伴い３２．８５％と、３０％前半での推移であ

り、厳しい状況が続いております。以上で概要説明を終わります。４ページ以降につきまして

は、担当係長より説明いたします。 

 

 資料４ページになります。こちら損益計算書につきましては、ただいま事務局長より説明が

ありました１ページから３ページ目までの資料につきましては、決算報告が千円単位の記載に

なっているものに対しまして、こちらの資料は１円単位での決算額となってございます。 

 はじめに１．医業収益になります。（１）入院収益は入院患者数の減に伴いまして、前年度比

５２９５万円減の２億６３３３万５３７７円となりました。（２）外来収益につきましても、患

者数の減に伴いまして、前年度比１１６９万円減の２億１４５６万６４９４円となりました。

（３）その他医業収益を含みます医業収益全体額としましては、５億７７７万７３０４円とな

ってございます。 

 続きまして、２．医業費用になります。（１）給与費につきましては、前年度に引き続きまし

て、人事院勧告に伴う給与改定によりまして、前年度比３０４１万円増の６億５３４６万９１

２５円となりました。（２）材料費につきましては、薬品・診療材料等の使用量の減少に伴いま



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

して、前年度比１０１０万円減の７３２３万２７４７円となりました。（３）経費につきまして

は、光熱水費や委託料等の減に伴いまして、前年度比６６８万円減の２億２５５８万２４１５

円となりました。（４）から（８）のその他の費用を含めました医業費用全体額としましては、

１１億２１５９万４５０３円となっております。 

 続きまして、３．医業外収益になります。（２）他会計補助金につきましては、一般会計から

の繰り入れとしまして、前年度比７０００万円増の６億２０００万円となりました。医療機関

食材料費支援金といたしまして、（３）道補助金が１４６万７８８円。病院物価支援事業補助金

といたしまして、（７）国庫補助金が１５８７万８千円。（４）から（６）のその他の収益を含

めました医業外収益全体額は、６億９９３８万５８８７円となってございます。 

 ４．医業外費用につきましては、起債償還に係る利息と消費税仕分けに伴う雑損失で３３４

２万５１４９円となりました。 

 ５．特別利益と、６．特別損失の計上はなく、収益から費用を差し引きました下段の当年度

純利益が５２１４万３５３９円となり、前年度までの繰越欠損金７５６５万２２７０円から差

しきました２３５０万８７３１円が令和７年度末の未処理欠損金となってございます。 

 続きまして、資料５ページ、６ページになります。こちらが貸借対照表という資料になりま

す。こちらは令和８年３月３１日現在の財政状態を示す書類となっております。 

 はじめに資産の部、１．固定資産の合計が１２億７５３５万４００１円となりました。こち

らは主に建物や医療機器等の資産取得額から、償却年数に応じて年度ごとに計上されていく減

価償却費を積み上げた累計額を差し引いた額が計上されております。 

 ２．流動資産につきましては、（１）現金預金が９５１１万２８２０円、（２）未収金が９１

５１万２１４６円、貸倒引当金がマイナス１０００円、（３）薬品等の貯蔵品が１１８万８８９

０円で、合計が１億８７８１万２８５６円となっており、資産の部全体の合計額といたしまし

ては、１４億６３４５万８３０８円となっております。 

 続きまして、資料６ページの負債の部になります。３．固定負債につきましては、起債の償

還が１年を超える企業債が計上されておりまして、その額が１億５７２１万７６７６円となっ

ております。 

 ４．流動負債につきましては、（１）企業債は令和８年度中に償還する予定のもので、金額に

つきましては、記載のとおりとなっております。（２）未払金・未払費用、こちらは令和７年度

分の費用計上によるもので、現在はすべて支払いを終えております。（３）賞与等引当金は令和

８年６月支払い分の賞与にかかる引当金となっております。（４）預り金につきましては、所得

税や雇用保険等、職員から預かっている金額となりまして、４．流動負債の合計は２億２９３

万５７９２円となりました。 

 続いて、５．繰延収益につきましては、取得した固定資産のうち、補助金や受贈に相当する

額を長期前受金というもので計上し、毎年度収益化しているものです。合計額は５億５４１８

万３９２８円となり、負債の部全体の合計額は９億１４３３万７３９６円となっております。 

 続いて、資本の部、６．資本金につきましては、前年度から変更はございません。 

 ７．剰余金の（１）資本剰余金の寄附金につきましては、こちら５０万円の寄付がございま

して、寄附金の合計が６２９万６１０１円となっております。（２）利益剰余金は、減債積立金

５８８万円に当年度の未処理欠損金２３５０万８７３１円を足しまして、利益剰余金の計は、

マイナス１７６２万８７３１円となりました。 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

有富会長 

 

 

有富会長 

 

 

有富会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資本の部全体の合計額といたしましては、５億４９１２万９１２円となり、負債の部と資本

の部の合計が、先ほどのページでご説明させていただきました資産の合計額と同じ、１４億６

３４５万８３０８円となっております。 

 資料７ページから資料９ページにつきましては、令和６年度の決算額との比較となりますけ

れども、こちらの資料のご説明は割愛とさせていただきます。資料の説明は以上となります。

よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。これより、議題第１号について質疑に入ります。発言のある方は、

挙手願います。 

 

 ないようなので、以上で議題第１号を終わります。 

 

７ 議題（２）令和８年度美瑛町立病院事業会計７月末計理状況について 

 次に、議題第２号「令和８年度美瑛町立病院事業会計７月末計理状況について」を議題とい

たします。事務局からの説明をお願いします。 

 

 資料１に引き続きまして、ご説明をさせていただきます。それでは、資料２になります。ペ

ージは１０ページになります。 

 こちらの資料につきましては、令和８年４月１日から７月３１日までの計理状況となりま

す。資料内の執行額という欄を中心にご説明をさせていただきます。 

 収入からご説明させていただきます。入院収益が１億１３１０万５７０５円、外来収益が６

９１９万４１円、医業相談収益等のその他医業収益が６５８万５２１３円、一般会計補助金等

の医業外収益が１億５３５７万１５７６円で、病院事業収益の計は３億４２４５万２５３５円

となりました。 

 入院に関しましては、本年４月１日から病床数を９８床から４８床に変更し、一般病床の機

能の一部を地域包括ケア病床に転換し、入院患者様の治療や在宅復帰に向けた支援を行ってい

るところでございます。入院収益につきましては、前年度比で１９５８万２８９３円の増とな

ってございます。 

 続きまして、資料１１ページになります。支出の３条支出の病院事業費用につきまして、正

職員及び会計年度任用職員にかる給与費、こちらが２億１６９２万１５４４円、薬品や診療材

料等の材料費が２１５６万１５３９円、光熱水費及び施設管理にかかる修繕費や委託料等の経

費が８１１５万４８１３円となっております。 

 経費の内、職員被服費につきましては、看護師３８名分の制服を更新するため、スクラブと

パンツを上下３着ずつ、計１１４着購入をしております。 

 交際費が１２万４１０５円、研究研修費が７５万４０４０円で、費用全体の支出額は３億２

０５１万６０４１円となってございます。 

 給与費につきましては、人事院勧告による給与改定等に伴いまして、前年度比９７２万円の

増、材料費は前年度比４０１万円の減、経費は前年度比２４９万円の減ではございますけれど

も、全体の支出額としましては、前年度７月末時点と同額程度の支出となってございまして、

総収益から総費用を引いた額は、プラス２１９３万６４９４円となっております。 
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 続きまして、資料１２ページの資本的収入及び支出になります。資本的収入につきまして

は、不要となった電動ベッド１台を町内の介護事業所に払い下げをしましたので、そちらにか

かる売却費となります。額は２万２２３４円となりました。 

 支出につきましては、医療機器として、検査室で使用する血液ガス分析装置と放射線室で使

用する間接変換ＦＰＤ装置を購入し、その額が６１６万円となっております。 

 今年度、備品購入の契約をしている機器といたしましては、ベッドサイドモニター及び薬局

服薬病棟業務システム、それから改修工事といたしましては、医療ガス設備更新工事、直流電

源装置整流器及び蓄電池盤更新工事があり、それらを資本的支出の予算から今後支出する予定

となってございます。 

 最後に資料１３ページになります。入院・外来患者数調べ、こちらの資料につきましては、

先ほど申し上げてございますけれども、病床数の変更及び病床機能の転換によりまして、療養

病床が皆減となってございます。また、一般病床の一部を地域包括ケア病床としております。

入院収益や病床利用率が増加しておりますけれども、入院や外来の患者数につきましては、

年々減少傾向にございます。資料のご説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

 これより、議題第２号について質疑に入ります。発言のある方は、挙手願います。 

 

 職員の被服費についてですけれども、以前、町民向けのアンケート調査があったときに、そ

の他のところでソフト面じゃないんですけれども、環境づくりとして、待合室にいても看護師

さん達の被服っていうか制服ですね、それが白じゃなくて、ちょっと違う色で明るい感じだっ

たら皆さん良い気持ちになるんじゃないかなと。 

 やっぱり病気で皆さん来ているものですから、制服も変わったら良いんだろうななんて思っ

て、それをその他のところに書こうと思ったんですけど、結局は消したんですけれど、最近見

てますと制服も変わられたっていうことで、分かりやすくなったな、スタッフがどこにいるの

か分かりやすくなったなと感じています。 

 色についてなんですけど、これは皆さんが検討して決めたものなのか、それとも事務局の方

からこの色が良いんじゃないかと提案したものなのか、それだけ聞きたかったです。 

 

 只今のご質問ですけれども、看護師さんは昔は白衣、白っていう単色でしたけれども、今は

様々なメーカーからスクラブ、色がついているスクラブであったりパンツであったりが主流に

なってきて、色んなデザインのものが導入されていて、カタログも沢山あります。 

 やっぱり普段、お仕事で使われる部分になるので、デザインであったり、色であったりとい

うところは、こちらではなかなか決めかねる部分もありますので、看護師さんの方にアンケー

トというか、投票みたいな形で色を選んでいただいたり、最終的には事務局の方で手続きはし

ているんですけれども、デザインとか色とかはですね、看護師の方に決めていただいたという

状況になってございます。 

 

 他にありませんか。ないようですので、以上で議題第２号を終わります。 

 

７ 議題（３）美瑛町立病院経営強化プランに基づく病院再編案の進捗状況について 

 次に、議題第３号「美瑛町立病院経営強化プランに基づく病院再編案の進捗状況について」

を議題とします。事務局から説明願います。 



- 8 - 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有富会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 美瑛町立病院経営強化プランに基づく病院再編案の進捗状況につきまして、ご説明をさせて

いただきます。議案につきましては、１４ページと１５ページ、資料３をご覧ください。 

 かねてより準備を進めておりました電子カルテにつきまして、令和７年１２月から運用を開

始しました。現在８か月ほどが経過したところです。院内の複数の職員が同時にカルテを閲覧

し、情報共有ができるため、業務の効率化が図られたところです。 

 次に、令和８年３月に地域医療連携室を設置いたしました。冒頭、院長からのご挨拶の中に

もございましたが、地域医療連携室は町立病院と他の医療機関や福祉施設との連携を図り、患

者様がスムーズに適切な医療や支援を受けられるようにするための専門の部署となっておりま

す。従来は、相談室「菜の花」が同様の連絡調整を行っておりましたが、地域包括ケア病床を

導入するにあたり、専門部署として設置したものです。 

 次に、令和８年４月に２階の療養病棟を閉鎖し、併せて病床数を変更しております。３階の

一般病棟４８床に統合をいたしました。 

 また、令和８年５月には、統合された一般病床４８床のうち１２床を地域包括ケア病床に転

換いたしました。地域包括ケア病床につきましては、急性期の治療を終えて、病状が安定した

ものの、すぐに自宅や施設へ戻るのが不安な患者様に対しまして、在宅復帰に向けたリハビリ

や支援を行う病床となっております。 

 今後の予定といたしまして、次の１５ページにも記載をさせていただいておりますが、令和

９年３月までに病床機能転換の計画を完了するという予定になっておりましたが、体制整備が

順調に進んでおりますので、この計画を前倒しいたしまして、令和８年１０月に届出、同じく

１１月から運用を開始、地域包括ケア病床３３床とする内容での計画の完了を目指しておりま

す。 

 また、本年４月から、診療報酬改定対策チームを設置いたしました。医療の質の向上、経営

改善を目指し、各種診療報酬の加算について随時検討しまして、獲得できる加算の積極的な検

討、取り組みを行ってまいります。 

 また、先ほど申し上げました２階の療養病棟が閉鎖されたことによる空きフロア・空きスペ

ースの利活用につきましてですが、３月まで２階療養病棟のナースステーションとして利用さ

れていた場所が現在は地域医療連携室となっており、入退院の説明、ご家族様への説明などに

２階のフロアを利用しております。 

 将来的な空きフロアの利活用の検討・決定につきましては、町全体の課題と位置づけまし

て、今後、町の他の部局と検討をしていく予定となっております。資料３の説明は以上となり

ます。よろしくお願いいたします。 

 

 これより、議題第３号について、質疑に入ります。発言のある方は、挙手願います。 

 

 電子カルテについてなんですが、停電でしたら、全体的なところはもちろん補助の電源はあ

るかとは思うんですけれど、機器が故障した場合、利用できなくなる可能性があると思うんで

すね。 

 先日、私は皮膚科の方に行ってまして、それこそ機器の故障で薬の投薬ができなかった時が

ありまして、それでちょっと難しかったんですね。投薬の指示が難しかったということがある

ので、例えば、機器の故障で利用できなくなる可能性もあるかとは思うんですけれども、紙カ

ルテはありますけれども、その時の事前の対策っていうところをどのように考えていらっしゃ

るのか、ちょっと教えていただきたいと思います。 
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 只今、ご質問ございましたとおり、電子機器でありますので、突然のトラブルというのは、

もちろん起こり得ることかとは思います。現状ですね。電子カルテの内容につきましては、ク

ラウドと呼ばれるところで管理されているところですので、仮に電源が喪失していなければで

すね、短時間での復旧というのは可能であろうかと捉えております。 

 しかしながら、ある程度長期間の電源の喪失ですとか、もっと根本的なシステムのトラブル

といったことが発生した場合にはですね、先ほど田中委員様からもご指摘ありましたが、紙カ

ルテを探してきてというような対応もありえるのかなというふうには考えているところです。 

 

 そこのところは皆さんで、もしそういった場合は、どのような対策でっていうことは話し合

われているんですよね。 

 

 直接的にですね、これまで８か月間の中で、そういったシステムトラブルを想定した訓練と

いうのは行われておりません。今後ですね、医事係担当の者とですね、今日のご質問の内容も

共有させていただきまして、検討させていただきたいと思います。 

 

 他に、ありませんか。 

 

 全体的なところでも大丈夫ですか、すいません。私個人的にも家族が大変お世話になってお

りまして、病院の方に同行してくるんですけど、本当に最近皆さんご苦労されて、すごく頑張

ってらっしゃるなっていうか、変化をしていこうっていうところがとても見えるんですね。 

 例えば、車椅子用の血液検査の台をオモテに設けていただいたり、あれはとても中に出入り

がすごく大変だったんですよね、それが廊下側に設けていただいたことはとてもありがたかっ

たですね。 

 それから、高齢者の方たちが多いということで、移動も大変な方たちがいる中で、その方の

ケースによって、看護師さんが座席のところまで、椅子のところまで血圧を測りに来てくれる

ような様子も見られて、そこのところも本当にありがたいなって、大変な中でありがたいなと

思って見ています。 

 あと椅子を増やしていただいたりですとか、本当に今までなかったような細かなところに気

がついていただいて、対応していただいて、とても私たちは嬉しく見てます。 

 コミュニケーション的なところも、看護師さんですけれども、受付の方も一緒になって、看

護師さんも一緒になって対応してくださったりだとか、あとは何気ない言葉がけ、例えば血圧

を測りに来た時に、「この服、素敵なの着てるわね」とかっていう言葉を聞いて、すごく高齢の

方が喜んでたんですよね。 

 そんな何気ない言葉で対応していただいたりだとか、忙しい中ではありますけれども、本当

にそういうコミュニケーション的なところも、声かけもしていただいたりだとか、「大丈夫です

か？」ってその一言で、とても心強かったり嬉しかったりしていますので、すごく病院内でも

様々な再編について、頑張られているなと思いますし、外来のところでも本当にそういうよう

な様子がすごく見られて、広く見ていただいてるんじゃないかなっていう安心感があります。 

 それで、患者数は少なくなってはいますけれども、本当に地域に根差したこういう町立病院

をさらに、口コミじゃないですけれども、本当に利用していただけるとすごくいいのかなって

いう風に思っております。 

 家族としてもそのような気持ちで、本当に今日はありがたくて、そういう気持ちをちょっと
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お伝えしたいなと思っておりました。感想というか利用してみての思いです。嬉しい思い、感

謝です。ありがとうございます。 

 

 看護部を代表して、ありがとうございます。大きな再編が入りましたので、みんなの意識も

かなり、これからの病院を変えていこうという意識が今すごい根付いているような状況で、わ

からないこともたくさんあるんですが、みんなで相談して、みんなでどうすれば一番ベストな

のかをこれからも考えて頑張っていきたいと思います。 

 町立病院というか美瑛全体が超高齢化社会に入ってますので、今までの概念ではなかなか良

い看護の提供、医療の提供ができないかなと思いますので、その辺もみんなの意識をそちらへ

向けられるように、私も鋭意努力していきたいと思いますので、これからも町立病院をよろし

くお願いします。 

 

 色々とお褒めの言葉をいただいてありがたく思っております。当然、公立で町立病院ですの

で、なくてはならない唯一の病院です。医療機関ですので、やはり人口が減っている中でも、

医療機関がないわけにはいかないので、そういった部分ではどういった形で存続できるかって

いうのが一番のところで、今回の再編案という中の、総看護師長から話もありましたが、それ

ぞれの職員の意識改革で、来られる患者様にも目に見えるところで、いい影響が出ているのか

なというふうに聞かせていただきました。 

 今後、まだ改革の途中ではあるんですけども、先ほどの議案の中でも説明ありましたとお

り、間もなく完成形のゴールが年内には見えてきます。 

 そこからが本当のスタートかなというふうに思っておりますので、必要な時に必要な方がか

かれる病院で、皆様に選んでいただけるような医療機関になれるように、努力を重ねていきた

いと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 もう一つよろしいですか、この資産価値がちょっとわからないんですけども、資産価値のと

ころは年々減少をするっていうことなんですけど、どうしても建物は古くなってくるとそうな

のかなと思うんですけど、それを維持したり向上していくためには、なにか対策っていうのは

どうなんでしょうか、細々したところを直していったりだとかっていうことにつながるんでし

ょうかね。 

 それとも、ハードなところを触っていくためには、３階がやっぱり使用目的の方たちが入ら

ない限りは、なかなか全体的な工事的なところはなかなか難しいんでしょうかね。 

 

 建物そのものの老朽化っていうのがまず一つあって、建て替えするとかっていうところに関

しては、まず建て替えではなく、基本的には改修というところで、今しております。 

 病院大きな施設で、様々な医療機械もありますけども、空調ですとか、そういった設備に関

しても、かなり大規模なものになります。そういったものに関しては、年次で、これまでもそ

うなんですけども、年次で更新をして、随時しているところです。 

 今年度でいきますと、照明のＬＥＤをやっと終了したところで、今後キュービクルの方の更

新も高圧受電の設備もあったり、以前には空調の設備を３年から４年の年次で更新したところ

で、本体の部分の大きな設備の更新っていうのが、今ここが平成１０年に建てて、今年で丸２

８年ですね、迎えているので、建物としてはだいぶ老朽化しているところですので、そういっ

た本体の部分を維持するところで、必要なものは当然更新はしていかないといけないんですけ
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ども、そういった部分と、建物本体の当然修繕とかそういった部分も併せて、状況を見なが

ら、優先順位をつけてということになってきます。 

 町全体としても、同じぐらいの時期にいろんなものを建て替えておりますので、やはり老朽

化するタイミングも大体同じぐらいの時期に重なってきている時期なのかなとも思いますの

で、病院だけではなく、他の施設もそうなんですけども、順番をつけながら優先して、病院だ

と本当に一つ何かが動かなくなると止まってしまいますので、そういった部分が医療機関とし

て、止めることのないような形で維持できるような形で進めていけたらいいなというふうに思

っております。 

 

 でも、やっぱり資産価値っていうものは下がっていくものなんですかね。 

 

 資産価値自体はそうですね、基本的に減価償却でどんどん価値は落ちていきますので。 

 

 機器は新しく入れたりだとか、改修ですね。 

 

 医療機器に関しても基本的には、これも年次で入れ替えはするんですけども、基本的に耐用

年数以上に今どの機械も使ってますので、そうなると、通常は耐用年数をめどに入れ替えをし

て投資をしてというところで、資産価値をこう維持していくっていうのが通常なんですけど

も、やはり経営状況がなかなかよろしくないので、壊れるまでではないんですけども、修繕し

ながら更新をしているところで、なかなかその更新が追い付かないわけではないんですけど

も、どうしても後ろ倒しになって、全体的に後ろ倒しになっているので、資産価値としては目

減りしている。 

 建物本体の価値も落ちているし、医療機器に関しても、本来の更新時期を超えた後に順次変

えてますので、そういった意味でも全体としてはかなり落ちてて、決算書にも載ってるんです

けども、かなり、１０年前と比べるとかなり落ちてます。 

 

 他にありませんか。ないようですので、以上で議題第３号を終わります。 

 

７ 議題（４）その他 

 次に、議題第４号「その他」について、事務局から何かありませんか。 

 

 事務局から２点ほどお知らせがございます。 

 本日の議案と一緒に配付しましたパンフレット２点「レスパイト入院について」と「日額定

額制テレビ・冷蔵庫レンタルサービスについて」こちらの方をご覧ください。 

 レスパイト入院については、地域医療連携室長から、そしてこちらのテレビ・冷蔵庫レンタ

ルサービスについては、事務局参事からそれぞれ説明したいと思います。 

 

 レスパイト入院のパンフレットを見ていただきたいと思います。レスパイトという、美瑛町

の広報の町長コラムにもあったと思うんですが、レスパイト入院は在宅で介護を頑張っていら

っしゃるご家族にとっての休憩・息抜きのための入院という風になっています。 

 ５月から美瑛町立病院が地域ケア病床を導入することによって、介護支援にも力を入れられ

るようになりました。そこで、介護施設だったり、ケアマネージャーだったり、福祉領域の皆
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様と連携しながら、在宅・地域で頑張っていらっしゃるご家族のための入院として、美瑛町立

病院の病床も活用させていただくようになりましたので、周りの方にそういう方がいらっしゃ

いましたら、ぜひとも病院の方に連絡していただいて、少しでも一息入れられるような、頑張

って在宅介護が続けられるような、そういう助けになればいいなと思ってやっていきたいと思

いますので、何かありましたらご相談ください。よろしくお願いいたします。 

 

 続けてよろしいでしょうか。もう１枚の資料をご覧ください。テレビ・冷蔵庫レンタルサー

ビスについてご説明をさせていただきます。 

 現在、町立病院では入院患者様が病室のテレビと冷蔵庫をご利用いただく際に、磁気カー

ド、テレビカードをお買い求めいただいております。 

 磁気カードにつきましては、テレフォンカードや図書カードなど様々な場面で広く活用され

ておりましたが、携帯電話の普及やキャッシュレス決済の普及とともに需要が減少しておりま

す。磁気カードの製造から撤退するメーカーも出てまいりました。 

 そのような状況を踏まえて、町立病院におきましても、テレビカード方式から日額定額制の

レンタルサービスへ切り替えることとなりました。 

 ９月１０日から各病室に設置された機器の取り替え作業を実施しまして、１０月１日からレ

ンタルサービスの運用を開始する予定となっております。 

 レンタルサービス導入後は、患者様やご家族様がテレビカードをお買い求めになる必要がな

くなりますので、治療やリハビリに専念していただくことができ、入院環境の向上が期待され

るところです。以上です。 

 

 これより、議題第４号について、質疑に入ります。発言のある方は、挙手願います。 

 ないようですので、以上で議題第４号を終わります。 

 

 全体を通して皆様から何かご意見ご質問があれば。 

 

 それでは、以上で本日の議題の審議は全て終了いたしました。これで令和８年第２回美瑛町

立病院運営審議会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 令和８年１０月１日 

                 美瑛町立病院運営審議会 

                 会長 有富 友昭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


